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放射線だより 

MRI撮影の原理は複雑で、一言で説明するのは難しい装置です。しかし、得られる情報は多く、
非常に有用な検査です。必要以上にリスクを恐れることなく、安全なMRI検査を受けていただけ
るよう準備を行っています。ご質問等ありましたら、担当医師または放射線技術部までお問い合
わせください。（文責：飯島） 
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安全なMRI検査について 
MRI検査を受けるときには、金属有無の確認や着替えをお願いしています。見たり感じたりでき
ない磁力や電波の影響があるため、熱感や違和感など想定外の事態を引き起こす可能性はゼ
ロではありません。検査のメリット（ベネフィット）とリスクを考慮して、メリットが上回ると考えられ
るときにMRI検査が行われています。MRI検査を受けるにあたっての注意事項や、疑問に思っ
たときに参考になる解説サイトをご紹介します。 

・日本磁気共鳴専門技術者認定機構が作成した一般向けFAQサイトです。 
・MRI検査の説明から検査を受ける際の注意事項、体内や体外の装着品、 
 化粧品など検査の安全を確保する上でいろいろな情報がまとまっています。 
・MRI検査を受ける際に、判断に迷うことがありましたら、ぜひご覧になって 
 みてください。 
 

http://growlab.co.jp/jmrts/wp/ 

☆ご自由にお持ちください☆ 



造影ＣＴ検査施行についての疑問 

Ｑ：造影ＣＴ検査に際し水分とは何を、いつ、どれくらい摂る？ 
 

Ｑ：検査前誤って食事を摂ってきてしまったら？ 

蠕動運動や残渣が検査画像に影響を及ぼす恐れがあり
ます。また胆嚢は収縮していますので食後３時間程度時
間を空けて検査させていただく場合があります。 

脱水を避けるため造影CTの2時間程度前から直前まで
に、水などをコップ１～２杯を摂取していただくようご案
内することがあります。検査後も造影剤排出のため、検
査終了後から普段より多めの水分摂取を行ってもらうよ
うお伝えします。 

質問・疑問等ござ
いましたら、お気軽
に放射線科までお
尋ねください。 
  文責：滝田 


